
南
支
潮
州
・
汕
頭
地
区
の
戦
い

森
田
舟
艇
工
兵
隊
　 

佐
賀
県
　
森
田
徳
郎
　 

大
正
十
年
三
月
四
日
、
佐
賀
県
藤
津
郡
能
古
見
村
大
字
三
河

内
乙
三
九
一
で
七
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
佐
賀
師

範
学
校
を
昭
和
十
六
年
三
月
卒
業
し
、
教
師
を
し
て
い
た
が
、

十
六
年
徴
集
兵
と
し
て
の
検
査
で
は
甲
種
合
格
で
あ
っ
た
。
徴

兵
官
は
「
海
軍
へ
行
け
」
と
言
わ
れ
た
が
「
海
軍
は
す
か
ん
で

す
」
と
言
う
と
、
徴
兵
官
は
笑
っ
て
い
た
が
、
私
は
陸
軍
へ
行

く
こ
と
と
な
っ
た
。
も
し
海
軍
へ
行
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
私
の

人
生
の
分
か
れ
目
と
な
っ
た
か
も
七
れ
な
い
。

昭
和
十
七
年
二
月
十
日
、
小
倉
の
歩
兵
百
二
十
三
連
隊
留
守

隊
へ
入
営
し
た
が
、
そ
の
時
既
に
独
立
歩
兵
第
九
十
九
大
隊
要

員
と
な
っ
て
い
た
。

渡
さ
れ
た
も
の
が
二
月
な
の
に
夏
服
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
南
方
だ
な
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
我
々
要
員
の
み
が

連
隊
の
一
般
の
兵
隊
と
は
違
っ
て
、
別
の
兵
舎
の
班
で
、
古
兵

は
お
ら
ず
我
々
を
宰
領
に
来
て
い
た
下
士
官
と
初
年
兵
だ
け
で

あ
っ
た
。

三
月
二
十
三
日
に
門
司
を
出
航
し
た
の
だ
か
ら
、
四
十
日
間

ほ
ど
小
倉
で
初
年
兵
の
基
本
の
み
の
訓
練
が
な
さ
れ
て
い
た
。

出
発
時
の
軍
装
検
査
を
し
た
連
隊
副
官
の
市
川
少
佐
が
、
実
は

独
歩
第
九
十
九
大
隊
の
部
隊
長
と
な
ら
れ
た
と
い
う
縁
が
あ
っ

た
。
勿
論
出
発
の
時
は
我
々
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
門
司
か
ら

は
一
隻
だ
け
の
航
行
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
し
、
護
衛

艦
も
無
か
っ
た
と
思
う
。
開
戦
か
ら
四
カ
月
で
日
本
が
押
し
気

味
で
、
制
空
権
は
日
本
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
よ
う
。

目
的
地
南
支
の
汕
頭
地
区
に
は
三
月
二
十
八
日
に
着
い
て
、

部
隊
は
澄
海
県
澄
海
に
あ
り
、
そ
こ
の
警
備
を
す
る
第
一
中
隊

に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
台
湾
軍
の
隷
下
で
海
南
島
か
ら

雷
州
半
島
攻
略
に
参
加
し
た
強
い
部
隊
だ
っ
た
。
各
隊
は
そ
れ

ぞ
れ
要
所
に
分
哨
を
出
し
て
い
て
、
部
隊
本
部
と
の
連
絡
は
船

だ
っ
た
。
初
年
兵
教
育
中
に
大
隊
本
部
で
試
験
を
し
、
一
個
大

隊
で
二
十
人
く
ら
い
で
中
隊
で
は
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
兵
科
幹
部

候
補
生
に
採
用
さ
れ
、
十
月
二
十
六
日
ま
で
潮
州
汕
頭
地
区
の

警
備
を
し
て
い
た
が
、
土
匪
は
い
た
が
治
安
は
良
か
っ
た
よ
う



だ
っ
た
。
分
哨
勤
務
中
に
命
令
が
出
て
久
留
米
第
一
陸
軍
予
備

士
官
学
校
へ
分
遣
の
た
め
汕
頭
港
を
出
発
し
た
。
船
が
遅
れ
、

基
隆
か
ら
汽
車
で
高
雄
経
由
で
学
校
に
着
い
た
の
は
十
一
月
十

七
日
で
あ
っ
た
。

学
校
の
訓
練
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
第
一
線
小
隊
長
と
し

て
の
教
育
で
あ
る
か
ら
当
然
だ
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
四
月
、

第
八
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
曹
長
に
任
官
、
見
習
士
官
と
な
る
。

五
月
二
十
四
日
、
門
司
港
発
、
三
十
一
日
香
港
着
、
六
月
十
七

日
汕
頭
着
で
あ
る
。
香
港
か
ら
汕
頭
ま
で
日
数
が
か
か
っ
た
か

ら
、
旅
団
司
令
部
へ
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
備
士
官
学
校
の

中
村
校
長
が
、
我
々
の
潮
兵
団
（
独
混
第
十
九
旅
団
）
の
兵
団

長
で
し
た
。

旅
団
長
は
「
香
港
で
遊
び
過
ぎ
て
い
る
か
ら
、
た
る
ん
で
い

る
」
と
、
小
銃
と
軍
刀
を
持
っ
て
作
戦
に
配
属
さ
れ
て
戦
闘
を

し
ま
し
た
。
私
の
部
隊
は
不
参
加
だ
っ
た
が
、
同
期
の
中
に
は

戦
死
し
た
者
が
い
る
。
実
戦
未
経
験
で
真
面
目
に
や
っ
た
か
ら
、

軍
刀
と
小
銃
と
両
方
持
っ
て
戦
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
中
隊

は
兵
団
長
か
ら
見
習
士
官
を
使
え
と
、
斬
込
隊
に
使
っ
た
。
私

の
小
松
部
隊
長
は
見
習
士
官
を
使
う
予
定
だ
っ
た
が
使
わ
な
か
っ

た
の
で
私
は
助
か
っ
た
。
こ
れ
は
潮
州
の
方
の
作
戦
で
、
羊
蟹

作
戦
と
い
う
。
北
の
方
へ
上
が
っ
て
行
っ
た
。
以
前
の
潮
汕
鉄

道
に
沿
っ
て
の
旅
団
の
作
戦
だ
つ
た
。

こ
れ
は
、
中
隊
の
守
備
隊
が
敵
襲
を
受
け
て
、
連
絡
を
と
る

の
で
撤
退
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
守
備
隊
は
全
滅
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
、
そ
の
三
名
く
ら
い
の
兵
隊

は
、
陣
地
放
棄
し
た
と
と
ら
れ
て
結
局
自
決
し
た
の
で
あ
る
。

全
滅
だ
か
ら
生
き
て
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
が
当
時
の
軍

隊
で
あ
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
時
も
、
将

校
が
自
決
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
申
し
た
旅
団
作
戦
は
、
天
河
、
白
雲
の
飛
行
場
か
ら
陸
軍

航
空
隊
の
戦
闘
機
「
隼
」
が
来
て
、
敵
を
機
銃
掃
射
し
て
の
戦

い
で
し
た
。
六
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
で
、
終
了
後
、
汕

頭
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
潮
汕
地
区
の
警
備
を
し
た
。
六
月
こ
ろ

は
果
実
の
■
枝
が
う
ま
か
っ
た
。

唐
の
玄
宗
皇
帝
の
楊
貴
妃
が
、

南
支
か
ら
長
安
ま
で
運
ば
せ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
ぐ
ら

い
お
い
し
い
果
実
で
し
た
。

九
月
二
十
三
日
、
第
三
中
隊
付
き
と
な
り
、
続
い
て
第
一
中

隊
付
き
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
私
の
第
一
中
隊
は
■
龍
山
の
山
の
上



の
警
備
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
時
の
大
隊
本
部
は
竜
埠
だ
っ
た
。

山
は
岩
山
だ
っ
た
。
九
月
三
十
日
、
私
は
単
身
で
第
三
中
隊
か

ら
桑
浦
山
を
越
え
て
第
一
中
隊
に
到
着
し
た
。

仲
秋
作
戦
は
昭
和
十
八
年
九
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
で
あ
る

と
い
う
。
工
兵
隊
の
徳
田
氏
の
南
支
回
顧
録
に
よ
る
と
、
そ
の

戦
況
の
概
要
は
次
の
ご
と
く
で
あ
り
、
生
と
死
の
切
迫
し
た
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
敵
は
独
立
二
十
旅
団
に
代
わ
り
甲
装
備
の
一
八
六
師

（
詔
関-

余
漢
謀
揮
下
）
で
あ
る
。

一
、
一
時
敵
は
我
が
方
の
第
一
線
を
突
破
し
汕
潮
公
路
を
寸

断
し
た
が
我
が
友
軍
の
強
烈
な
反
攻
に
よ
り
後
退
す

一
、
現
在
我
が
方
の
第
一
線
陣
地
確
保
の
た
め
猛
反
撃
展
開

中
で
増
援
の
た
め
の
坂
本
部
隊
派
遣

一
、
我
が
軍
は
敵
の
危
機
状
態
か
ら
今
は
脱
出
し
た
状
況
だ

が
留
守
隊
も
充
分
警
戒
す
る
こ
と

以
上
が
十
三
日
、
副
官
部
か
ら
の
現
況
発
表
で
あ
る
。

ま
た
、
捕
え
た
敵
兵
の
尋
問
は
下
級
兵
の
た
め
全
面
的
に
信

用
で
き
な
い
が
概
ね
次
の
事
項
が
判
明
。

一
、
本
日
攻
撃
し
た
の
は
全
部
一
八
六
師
で
あ
る

一
、
羊
鉄
領
、
一
五
一
高
地
、
厚
婆
拗
。
各
陣
地
に
そ
れ
ぞ

れ
一
個
営
（
大
隊
）

、
一
個
団（
連
隊
）
を
以
て
攻
撃
主

力
と
し
て
潮
州
方
面
に
進
出
の
こ
と

一
、
日
本
各
陣
地
を
攻
撃
占
領
、
仲
秋
の
名
月
は
潮
州
城
内

に
て
迎
え
る
こ
と

一
、
本
日
夜
明
け
と
共
に
友
軍
飛
行
機
の
応
援
あ
り
、
こ
れ

に
乗
じ
て
更
に
攻
撃
進
出
の
こ
と

こ
れ
に
よ
る
ご
と
く
、
四
囲
は
敵
の
重
囲
に
落
ち
入
っ
て
連
絡

と
れ
ず
吉
田
隊
以
外
の
各
陣
地
は
全
く
不
明
と
い
う
こ
と
で
兵

団
司
令
部
は
西
川
部
隊
長
に
応
援
を
命
じ
た
。

各
隊
が
包
囲
さ
れ
小
松
部
隊
が
釘
付
け
状
態
の
十
三
日
、
正

午
、

厚
婆
拗
に
い
る
は
ず
の
陣
地
長
○
○
曹
長
以
下
二
十
名
が
、

長
美
小
哨
跡
の
教
育
隊
に
退
い
て
き
た
。
彼
ら
は
直
ち
に
部
隊

長
に
呼
ば
れ
「
お
前
た
ち
は
陣
地
を
放
棄
す
る
と
は
何
た
る
こ

と
か
、
た
だ
今
か
ら
敵
地
に
乗
り
込
み
死
ん
で
こ
い
」
よ
う
や

く
敵
中
を
突
破
生
還
し
た
彼
ら
に
と
り
部
隊
長
の
言
葉
は
無
情

で
あ
っ
た
。

（
注
）
第
一
線
陣
地
守
備
の
小
哨
は
各
中
隊
ご
と
に
配
置
さ

れ
、
そ
の
任
務
は
中
隊
の
命
で
あ
り
、
部
隊
の
一
翼
を
支
え



る
砦
で
あ
る
た
め
に
小
哨
規
則
は
「
…
⊥
兵
に
至
る
ま
で

死
守
す
べ
し
」
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
規
則
に
反

す
れ
ば
軍
法
会
議
に
付
さ
れ
逃
亡
と
同
様
「
死
刑
」
と
さ
れ

て
い
る
。

○
○
曹
長
の
取
っ
た
行
動
は
理
由
の
い
か
ん
に
せ
よ
正
当
な

行
為
で
な
く
、
部
隊
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
兵
団
長
閣
下
の
激

怒
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「
死
ね
」
と
言
う
言
葉
の
中
に
は
他
人

の
理
解
し
得
な
い
温
情
が
含
ま
れ
て
い
た
。

中
村
旅
団
長
閣
下
が
陣
地
に
見
え
、
明
朝
よ
り
敵
に
対
し
攻

撃
を
と
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
敵
に
こ
れ
だ
け
叩
か
れ
て
黙
っ

て
引
っ
込
む
の
は
我
慢
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
増

援
の
坂
本
部
隊
と
共
に
三
〇
九
高
地
陣
地
を
攻
撃
し
麻
石
嶺
ま

で
進
撃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
池
中
隊
長
は
中
隊
の
名
誉
を

挽
回
す
る
た
め
、
敢
え
て
兵
団
長
に
進
言
し
コ
ニ
〇
九
高
地
を

攻
撃
す
る
な
ら
、
私
の
中
隊
独
自
で
攻
撃
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
兵
団
長
は
快
く
承
知
さ
れ
た
。

十
三
日
払
暁
、
本
田
隊
と
配
属
部
隊
は
厚
婆
拗
を
占
領
し
た
。

十
五
日
、
三
〇
九
高
地
攻
撃
に
は
、
大
隊
本
部
の
要
請
で
「
○

○
曹
長
以
下
小
哨
勤
務
者
だ
け
で
一
個
小
隊
と
し
て
使
用
し
、

三
〇
九
高
地
攻
撃
に
際
し
て
は
一
番
危
険
な
個
所
を
攻
撃
さ
せ

ろ
」
と
、
本
部
の
言
葉
は
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

九
月
十
五
日
昼
間
、
兵
団
長
閣
下
以
下
各
隊
長
集
合
、
攻
撃

命
令
が
下
達
さ
れ
「
兵
団
は
本
夕
刻
よ
り
行
動
開
始
敵
前
至
近

距
離
に
肉
迫
、
払
暁
時
軍
直
協
機
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
対
地

攻
撃
に
膚
接
し
一
斉
に
前
面
各
陣
地
に
突
入
、
三
〇
九
高
地
麻

石
嶺
の
線
に
進
出
、
こ
れ
を
確
保
す
る
。
小
松
部
隊
左
、
坂
本

部
隊
右
第
一
線
で
、
兵
団
砲
・
工
兵
隊
は
各
自
そ
れ
ぞ
れ
協
力

す
る
」

。

打
ち
合
わ
せ
が
終
わ
る
と
、
兵
団
長
閣
下
は
今
回
我
が
部
隊

各
隊
の
戦
闘
処
置
と
兵
の
志
気
弛
緩
を
厳
し
く
叱
責
し
た
。

温
厚
な
部
隊
長
は
前
作
戦
に
多
く
の
部
下
を
失
い
、
今
回
も

既
に
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
身
で
あ
れ
ば
一
言
も
な
く

頭
を
た
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
時
一
歩
進
み
出
た
吉
田
中
隊

長
は
語
気
鋭
く
「
自
分
ら
の
処
置
拙
劣
は
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ

申
し
訳
な
い
け
れ
ど
も
、
一
部
の
兵
の
行
動
（
陣
地
放
棄
）
を

も
っ
て
全
体
の
卑
怯
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
兵
た
ち
は
今
死
を
賭
し
て
戦
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
兵

ま
で
批
判
さ
れ
る
の
は
全
く
不
穏
当
極
ま
り
な
い
お
言
葉
で
す
。



撤
回
し
て
く
だ
さ
い
」
兵
団
長
閣
下
は
人
一
倍
感
情
の
激
し
い

人
で
し
た
。「
よ
し
ワ
カ
ッ
タ
」
下
級
将
校
が
一
軍
の
長
で
あ

る
旅
団
長
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
言
動
は
許
さ
れ
る
も
の
で
な

か
っ
た
が
、
今
ま
で
何
回
と
な
く
遂
行
し
得
な
か
っ
た
三
〇
九

大
背
嶺
攻
撃
に
、
果
た
し
て
こ
の
内
か
ら
何
人
生
還
で
き
る
こ

と
か
、
と
思
わ
れ
た
と
思
う
。

攻
撃
目
標
、
種
田
第
一
中
隊
が
大
背
嶺
、
吉
田
第
三
、
三
池

第
四
中
隊
が
三
〇
九
高
地
。
決
戦
を
求
め
て
凄
壮
な
夜
襲
戦
は

決
行
さ
れ
、
物
凄
い
銃
声
爆
音
が
下
火
に
な
っ
た
こ
ろ
、
三
〇

九
高
地
に
「
赤
吊
星
」
が
空
中
に
上
が
り
、
突
撃
成
功
、
完
全

占
領
で
、
本
部
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

第
一
中
隊
の
大
背
嶺
攻
撃
は
、
急
斜
面
中
程
ま
で
達
し
た
と

き
、
敵
が
発
見
、
谷
底
目
掛
け
発
砲
し
た
。
小
銃
・
機
銃
・
手

榴
弾
の
爆
発
音
が
連
続
し
谷
間
は
た
ち
ま
ち
修
羅
場
と
化
し
、

上
の
敵
も
五
十
名
く
ら
い
、
火
器
も
相
当
持
っ
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る
。
猛
射
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
う
ち
攻
撃
隊
は
一
カ
所

に
集
ま
っ
て
し
ま
い
、
登
る
の
を
中
止
し
た
。「
お
ー
い
、
ど

う
し
よ
う
か
上
の
敵
、
あ
ま
り
多
か
ご
ざ
る
ぜ
、
引
っ
返
え
そ

う
か
」「
分
隊
長
、
降
り
て
行
っ
て
も
こ
れ
じ
ゃ
戦
死
バ
イ
。

そ
れ
よ
り
生
き
残
っ
た
と
こ
ろ
で
命
令
違
反
で
銃
殺
デ
ス
タ
イ
、

ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
潔
き
ヨ
ー
上
の
敵
に
突
っ
込
ん
で
華
々
し
く

や
り
ま
っ
し
ょ
う
ヤ
。
突
撃
し
て
一
線
で
も
二
線
で
も
確
保
す

り
ゃ
、

そ
の
う
ち
応
暖
部
隊
が
来
よ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
バ
イ
」

。

分
隊
長
は
こ
れ
に
同
意
、
各
自
手
榴
弾
を
一
、
二
、
三
で
投
げ

八
名
一
丸
と
な
り
喚
声
を
上
げ
な
が
ら
突
撃
し
た
が
、
あ
ま
り

に
も
急
斜
面
に
や
っ
と
突
入
で
き
た
有
様
で
あ
る
。

第
一
中
隊
本
部
は
黎
明
時
、
直
協
機
の
爆
撃
に
膚
接
し
、
攻

撃
占
領
命
令
に
従
い
突
撃
発
起
点
に
向
か
い
隠
密
前
進
し
た
が
、

発
見
さ
れ
た
場
所
も
悪
く
、
正
面
、
両
側
面
の
火
器
、
手
榴
弾

の
猛
撃
の
標
的
に
な
る
。
大
苦
戦
で
犠
牲
は
増
え
る
ば
か
り
、

嶺
中
尉
、
岩
下
准
尉
、
尾
関
見
習
士
官
、
分
隊
長
も
倒
れ
て
し

ま
っ
た
。
種
田
中
隊
長
も
重
傷
後
退
し
、
中
隊
主
力
は
重
機
関

銃
小
隊
を
除
き
つ
い
に
幻
の
突
撃
隊
と
な
る
。

し
か
し
、
兵
団
の
作
戦
は
成
功
、
坂
本
部
隊
も
所
期
の
目
標

ま
で
進
出
し
た
。
敵
は
一
斉
に
後
退
を
続
け
て
い
る
が
、
大
背

嶺
の
第
一
中
隊
正
面
は
依
然
と
し
て
銃
声
、
手
榴
弾
の
炸
裂
音

が
続
く
。
好
機
を
失
し
て
動
か
な
い
の
は
変
だ
と
言
っ
て
い
る

う
ち
、
一
人
、
二
人
の
人
影
が
ノ
ロ
ノ
ロ
山
頂
を
目
指
し
て
動



き
出
す
。「
そ
れ
っ
」
と
言
う
の
で
工
兵
隊
を
主
力
に
し
て
一

斉
に
大
背
嶺
攻
撃
に
向
か
っ
た
。

十
六
日
昼
近
く
掃
蕩
を
終
わ
り
、
兵
団
司
令
部
も
三
〇
九
高

地
に
進
出
、
そ
の
後
は
戦
場
掃
除
、
死
体
収
容
が
大
変
で
あ
る
。

負
傷
者
も
担
架
で
後
送
す
る
が
到
底
兵
力
で
は
間
に
合
わ
ず
苦

力
を
動
員
、
警
備
兵
以
下
は
全
員
こ
れ
に
当
た
り
、
歯
獲
兵
器

の
整
理
も
ま
た
大
変
な
作
業
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
兵
団
長
も
、

部
隊
長
も
中
隊
長
も
部
下
に
対
し
厳
し
い
処
置
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
が
軍
隊
、
軍
紀
で
あ
る
。「
死
守
せ
よ
」
と
命

ぜ
ら
れ
れ
ば
、
死
ん
で
も
、
全
滅
し
て
も
命
令
は
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
。

南
支
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
部
隊
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
強
力
な
敵
を
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
そ
れ
を
実
証
す
る
記
録
で
あ
る
。

私
は
十
八
年
十
二
月
一
日
少
尉
に
任
官
し
た
。

潮
汕
地
区
は
一
個
旅
団
で
警
備
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年

に
な
る
と
、
春
か
ら
大
陸
打
通
作
戦
で
北
支
か
ら
中
支
へ
の
京

漢
線
打
通
の
河
南
作
戦
が
発
起
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
支
那

派
遣
軍
は
北
か
ら
南
ま
で
そ
の
準
備
中
で
、
南
支
軍
で
も
二
個

歩
兵
旅
団
の
編
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
支
軍
の
兵
力
は
、

大
東
亜
戦
後
は
、
第
一
〇
四
師
団
（
鳳
兵
団
）
と
、
独
立
混
成

第
二
二
旅
団
（
節
兵
団
）
の
広
東
を
中
心
と
し
て
東
西
南
北
を

守
備
し
、
我
々
の
第
十
九
旅
団
（
潮
兵
団
）
は
、
東
方
の
離
れ

た
潮
州
・
汕
頭
地
区
の
海
豊
・
陸
豊
と
い
う
海
岸
沿
線
に
布
陣

し
て
い
た
。

■
介
石
軍
は
、
日
本
の
一
個
師
団
、
二
個
旅
団
を
包
囲
し
た

形
で
布
陣
し
て
い
た
の
で
、
少
し
で
も
手
薄
に
な
れ
ば
攻
勢
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
態
勢
で
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
南

支
方
面
の
中
国
軍
は
、
敢
え
て
事
を
構
え
て
積
極
攻
勢
に
は
出

て
い
な
か
つ
た
。

南
支
か
ら
は
主
力
の
鳳
・
節
兵
団
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
海
南
島
、
雷
州
半
島
の
独
混
第
二
一
二
旅
団（
純
兵
団
）

も
こ
れ
に
呼
応
し
て
出
動
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
南
支
軍

の
固
め
の
中
心
部
隊
は
、
昭
和
十
三
年
の
バ
イ
ヤ
ス
湾
敵
前
上

陸
し
た
古
参
の
伝
説
あ
る
我
が
第
十
九
旅
団
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
き
て
い
た
。

私
が
任
官
し
た
翌
年
は
先
制
防
御
の
積
極
的
戦
略
を
と
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
南
支
軍
主
力
が
作
戦
発
起



す
る
ま
で
の
第
一
期
湘
桂
作
戦
対
応
の
警
備
、
中
支
軍
と
呼
応

し
て
出
撃
す
る
第
二
期
作
戦
、
特
に
第
二
期
作
戦
は
大
作
戦
で

あ
る
し
、
南
支
軍
も
第
一
〇
四
師
団
は
遠
く
広
西
省
、
柳
州
攻

略
に
、
中
支
軍
か
ら
転
属
し
て
来
た
第
二
十
二
師
団
（
原
兵
団
）

は
昭
和
二
十
年
一
月
に
は
仏
印
ま
で
の
打
通
を
し
た
の
で
す
か

ら
、
昭
和
十
九
年
の
南
支
の
留
守
を
守
る
我
々
の
兵
団
は
大
き

な
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し

た
。南
支
軍
に
は
、
出
動
し
た
主
力
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
第
一

〇
四
師
団
の
警
備
地
に
は
、
肝
兵
団
、
独
混
第
二
十
二
旅
団
の

地
域
は
主
と
し
て
直
兵
団
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
わ
け
で
す
。

我
々

の
潮
兵
団
は
、
南
支
軍
の
中
核
的
な
古
参
兵
団
と
な
っ
て
い
た
。

十
一
月
、
湘
桂
作
戦
の
目
的
で
あ
る
広
西
省
の
桂
林
・
柳
州
・

南
寧
は
我
が
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、
年
末
に
は
第
三
十
七
師

団
と
第
二
十
二
師
団
は
仏
印
ま
で
進
出
し
、
作
戦
の
目
的
が
達

せ
ら
れ
、
第
一
〇
四
師
団
（
鳳
）
は
広
東
省
地
域
に
帰
還
し
た
。

そ
の
間
に
、

昭
和
十
九
年
十
二
月
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、

「
十
九
暮
掲
陽
勘
定
戦
」
が
あ
り
、
我
が
兵
団
は
汕
頭
―
竜
埠
―

楓
津
―
錫
揚
―
湯
坑
―
洪
陽
―
梅
花
―
潮
陽
―
汕
頭
へ
と
帰
っ

た
。我
々
の
部
隊
は
主
力
と
な
り
攻
め
て
行
っ
た
。
兵
団
長
は
積

極
的
で
、
押
せ
押
せ
だ
か
ら
案
外
損
害
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。

米
軍
の
来
襲
に
対
す
る
た
め
海
岸
線
の
防
備
の
た
め
陣
地
構
築

し
て
い
た
が
、
グ
ラ
マ
ン
機
の
空
襲
が
バ
リ
バ
リ
と
来
る
。
我

が
第
九
十
九
大
隊
は
陣
地
を
構
築
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
「
二
十
冬

掲
普
恵
勘
定
作
戦
」
が
あ
り
我
々
は
こ
れ
に
参
加
し
海
岸
へ
出

て
（
庵
埠
か
ら
）
行
っ
て
戦
線
を
拡
大
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は

中
村
兵
団
長
か
ら
近
藤
兵
団
長
に
代
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
作
戦

後
、
独
歩
九
十
七
大
隊
は
普
寧
へ
（
潮
陽
か
ら
）

、
我
が
第
九

十
九
大
隊
は
庵
埠
か
ら
恵
来
へ
、
第
百
大
隊
は
潮
州
か
ら
掲
陽

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
支
軍
は
汕
頭
―
香

港
間
の
戦
備
を
重
点
的
に
行
っ
た
。
そ
の
間
、
一
月
八
日
こ
ろ
、

食
料
確
保
の
た
め
の
作
戦
も
し
、
だ
ん
だ
ん
と
状
況
は
悪
化
し

つ
つ
あ
っ
た
。

三
月
か
ら
五
月
、
尋
東
地
区
の
整
備
で
あ
る
が
、
四
月
十
二

日
、
第
百
三
十
師
団
の
臨
時
編
制
が
発
令
さ
れ
、
独
立
混
成
第

十
九
師
団
を
中
心
に
、
二
月
に
到
着
し
た
波
潮
部
隊
、
波
雷
部



隊
の
一
部
を
加
え
て
師
団
編
制
さ
れ
、
今
ま
で
の
兵
員
に
九
州
、

四
国
、
中
国
、
東
北
の
部
隊
員
が
加
わ
り
、
師
団
の
新
兵
力
は

一
万
五
千
人
く
ら
い
に
な
っ
た
と
思
う
。

そ
の
編
成
及
び
主
要
職
員
は
次
で
あ
る
。

第
百
三
十
師
団
長
　
　
　
　
陸
軍
中
将
　
近
藤
　
新
八

歩
兵
第
九
十
三
旅
団
長
　
　
少
将
　
　
　
針
谷
　
逸
郎

独
立
歩
兵
第
九
十
七
大
隊
　
大
尉
　
　
　
三
宮
　
善
人

〃
　
　
第
九
十
九
大
隊
　
大
尉
　
　
　
中
原
　
　
實

〃
　
　
第
二
七
七
大
隊
　
少
佐
　
　
　
宮
脇
喜
平
次

歩
兵
第
九
十
四
旅
団
長
　
　
少
将
　
　
　
小
野
　
　
修

第
百
三
十
師
団
　
汕
頭
支
隊
、

第
百
三
十
師
団
　
砲
兵
隊
、
工
兵
隊
、
通
信
隊
、
第
一
・
第

二
野
戦
病
院
、
病
馬
廠

昭
和
二
十
年
五
月
五
日
軍
令
陸
甲
第
六
五
号
に
依
り
第
一

三
〇
師
団
工
兵
隊
編
成
下
令

同
年
五
月
八
日
　
移
駐
の
た
め
陸
路
汕
頭
へ
出
発

同
年
五
月
二
十
日
　
第
一
三
〇
師
団
工
兵
隊
編
成
完
結
し
、

第
三
中
隊
付
と
な
る
。

同
年
五
月
二
十
日
広
東
省
新
会
県
狸
村
着

私
は
工
兵
隊
本
部
付
と
な
り
、
第
百
三
十
師
団
司
令
部
は
海

上
輸
送
を
円
滑
に
す
る
た
め
工
兵
隊
に
舟
艇
小
隊
の
編
成
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
ク
リ
ー
ク
の
多
い
こ
の
地
帯
に
は
ト
ラ
ッ
ク
の
輸

送
よ
り
船
に
よ
る
輸
送
の
方
が
効
果
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た

た
め
で
あ
っ
た
。
工
兵
隊
長
は
直
ち
に
小
隊
を
編
成
す
る
こ
と

と
な
り
、
私
は
舟
艇
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
隊
員
は
私
の
ほ
か
六

十
五
名
で
あ
っ
た
。

陸
地
の
ト
ラ
ッ
ク
に
代
わ
る
海
上
輸
送
は
大
変
忙
し
い
も
の

で
、
武
器
・
弾
薬
を
始
め
、
食
糧
・
兵
員
の
輸
送
と
日
夜
を
問

わ
ず
活
躍
し
て
い
た
。
潮
州
・
汕
頭
地
区
か
ら
転
進
し
て
来
た

ば
か
り
の
兵
隊
に
は
地
形
を
調
べ
て
い
る
暇
が
な
い
の
で
船
は

次
々
に
簡
単
な
地
図
を
片
手
に
出
発
し
て
い
っ
た
。
あ
る
時
は

敵
機
の
来
襲
を
避
け
た
り
、
敵
中
を
突
破
し
任
務
を
遂
行
し
た

の
で
あ
る
。

広
東
南
部
地
区
を
四
方
に
広
が
る
ク
リ
ー
ク
、
い
わ
ゆ
る
デ

ル
タ
地
帯
を
我
が
森
田
工
兵
舟
艇
隊
の
活
動
は
大
変
な
も
の
で

あ
つ
た
。
舟
艇
は
ヤ
ン
マ
ー
や
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
ま
で
、
メ
タ
ル



が
焼
け
る
と
、
技
術
者
で
も
あ
る
小
形
隊
長
が
自
ら
作
ら
れ
た

り
さ
れ
た
。
隊
員
は
船
頭
な
ど
も
含
め
た
工
兵
隊
員
で
、
そ
の

後
、
余
暇
に
は
、「
ぺ
ー
ロ
ン
競
争
」
な
ど
も
し
て
、
兵
の
士

気
を
高
揚
さ
せ
た
り
、
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
次
の
ご
と
く
賞
状
を

付
与
さ
れ
、
兵
の
労
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
　
　
表

彰

状

第
百
三
十
師
団
工
兵
隊
付

陸
軍
中
尉
　
森
　
田
　
徳
　
郎
外
六
十
五
名

右
者
昭
和
二
十
年
六
月
師
団
ノ
広
東
南
方
ニ
移
駐
ス
ル
ヤ
工

兵
舟
艇
小
隊
ト
為
リ
老
朽
不
完
全
ナ
ル
舟
艇
ヲ
巧
ニ
修
理
活
用

シ
敵
機
、
跳
梁
兵
匪
ノ
蠢
動
活
発
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
昼
夜
ヲ
別

タ
ス
寝
食
ヲ
忘
レ
テ
克
ク
錯
雑
不
明
ノ
水
路
ヲ
開
拓
シ
対
米
戦

備
強
化
「
ウ
」
号
作
戦
等
ニ
伴
フ
各
種
輸
送
ノ
任
ヲ
完
ウ
シ
尋

テ
八
月
中
旬
事
態
急
変
後
ニ
於
テ
モ
愈
々
志
気
ヲ
昂
揚
シ
団
結

ヲ
強
固
ニ
シ
各
種
困
難
ナ
ル
輸
送
ヲ
遂
行
シ
以
テ
師
団
ノ
兵
力

移
動
及
自
活
態
勢
ニ
貢
献
ス
ル
所
是
ニ
大
ナ
リ

是
レ
小
隊
長
森
田
中
尉
ノ
卓
越
セ
ル
指
揮
ト
熾
烈
ナ
ル
責
任

観
念
並
ニ
舟
艇
隊
員
ノ
強
固
ナ
ル
団
結
ト
旺
盛
ナ
ル
志
気
ト
ニ

依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
以
テ
衆
ノ
模
範
ト
ス
ル
ニ
足
ル

仍
テ
茲
ニ
表
彰
ス

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
四
日

第
百
三
十
師
団
長
陸
軍
中
将
従
四
位
勲
二
等近
藤
新
八
』

さ
ら
に
引
き
続
き
広
東
付
近
の
警
備
に
も
任
じ
て
い
た
。
終

戦
後
も
舟
艇
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
部
隊
の
移
動
や
、
師
団
長

の
巡
視
な
ど
の
任
務
に
つ
い
て
い
た
。
工
兵
隊
の
抑
留
は
、
広

東
省
順
徳
県
の
県
庁
所
在
地
の
大
良
集
中
営
で
あ
る
。
広
東
地

域
で
の
我
が
軍
の
戦
力
は
中
国
国
府
軍
よ
り
圧
倒
的
に
優
勢
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
我
々
は
中
国
軍
に
戦
犯
の
た
め
逮
捕
さ
れ
た

近
藤
師
団
長
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
各
部
隊
は
内
地
へ
と
復
員

船
リ
バ
テ
ィ
ー
に
乗
り
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。

今
永
副
官
が
、
そ
の
旨
を
師
団
長
に
報
告
す
る
と
「
よ
か
っ

た
、
こ
れ
で
い
つ
で
も
死
ね
る
」
と
涙
を
流
し
て
喜
ば
れ
た
と

い
う
。
師
団
長
近
藤
新
八
中
将
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
日
午
前



十
一
時
、
広
東
に
お
い
て
処
刑
さ
れ
た
。

【
解

説
】

南
支
第
二
十
三
軍
、
軍
直
戦
闘
部
隊
、
主
要
兵
団
の
編
成
次

の
ご
と
し
。

第
二
十
三
軍
司
令
部
（
波
第
八
一
一
一
）

○
軍
直
戦
闘
部
隊

独
立
混
成
第
三
十
一
連
隊
、
独
立
野
砲
兵
第
七
大
隊
、

野
戦
高
射
砲
第
五
十
五
・
第
九
十
九
大
隊
、

野
戦
機
関
砲
第
四
十
九
中
隊
、
独
立
工
兵
第
五
十
九
中
隊
、

特
設
工
兵
第
八
・
第
九
中
隊

○
第
一
〇
四
師
団
司
令
部
（
鳳
第
八
九
七
四
）

歩
兵
第
一
〇
八
、
第
一
三
七
、
第
一
六
一
連
隊
、

野
砲
兵
第
一
〇
四
連
隊
、
工
兵
第
一
〇
四
連
隊
、

輜
重
兵
第
一
〇
四
連
隊
、
第
一
〇
四
師
団
通
信
隊
、

同
野
戦
病
院
、
同
兵
器
勤
務
隊
、
同
病
馬
廠
、
同
衛
生
隊

○
第
一
二
九
師
団
司
令
部
（
振
武
第
八
六
四
一
）

歩
兵
第
九
十
一
旅
団
司
令
部
、
独
立
歩
兵
第
九
十
八
大
隊
、

同
第
二
七
八
大
隊
、
同
第
二
七
九
大
隊
、
同
第
二
八
○
大
隊
、

歩
兵
第
九
十
二
旅
団
司
令
部
、
独
立
歩
兵
第
一
〇
一
大
隊
、

同
第
五
八
八
大
隊
、
同
第
五
八
九
大
隊
、
同
第
五
九
〇
大
隊
、

第
一
二
九
師
団
砲
兵
隊
、
同
工
兵
隊
、
同
通
信
隊
、

同
輜
重
隊
、
同
兵
器
勤
務
隊
、
同
野
戦
病
院
、
同
病
馬
廠
、

同
防
疫
給
水
部

○
第
一
三
〇
師
団
司
令
部
（
鐘
■
第
八
六
六
一
）

歩
兵
第
九
十
三
旅
団
司
令
部
、
独
立
歩
兵
第
九
十
七
大
隊
、

同
第
九
十
九
大
隊
、
同
第
一
〇
〇
大
隊
、
同
第
二
七
七
大
隊
、

歩
兵
第
九
十
四
旅
団
司
令
部
、
独
立
歩
兵
第
二
八
一
大
隊
、

同
第
六
二
〇
大
隊
、
同
第
六
二
一
大
隊
、
同
第
六
二
二
大
隊
、

第
一
三
〇
師
団
砲
兵
隊
、
同
工
兵
隊
、
同
通
信
隊
、

同
輜
重
隊
、
同
兵
器
勤
務
隊
、
同
第
一
野
戦
病
院
、

同
第
二
野
戦
病
院
、
同
病
馬
廠
、
同
防
疫
給
水
部

○
独
立
混
戦
第
二
十
三
旅
団
司
令
部
（
純
第
九
八
四
一
）

独
立
歩
兵
第
七
十
大
隊
（
独
混
第
二
十
二
旅
団
）

、

同
第
一
二
八
大
隊
、
同
第
一
二
九
大
隊
、
同
第
一
三
〇
大
隊
、

同
第
二
四
七
大
隊
、
同
第
二
四
八
大
隊
、
旅
団
砲
兵
隊
、

同
工
兵
隊
、
同
通
信
隊

○
独
立
歩
兵
第
八
旅
団
司
令
部
（
肝
第
八
一
三
八
）



独
立
歩
兵
第
二
一
九
大
隊
、
同
第
二
二
〇
大
隊
、

同
第
二
二
一
大
隊
、
同
第
二
二
二
大
隊
、
旅
団
通
信
隊

○
独
立
歩
兵
第
十
三
旅
団
司
令
部
（
直
第
八
一
四
〇
）

独
立
歩
兵
第
二
一
二
九
大
隊
、
同
第
二
四
〇
大
隊
、

同
第
二
四
一
大
隊
、
同
第
二
四
二
大
隊
、
旅
団
通
信
隊

○
香
港
防
衛
隊
司
令
部
（
香
第
八
一
三
八
）

独
立
歩
兵
第
六
十
七
大
隊
、
同
第
六
十
八
大
隊
、

同
第
六
十
九
大
隊
、
香
港
防
衛
砲
兵
隊
、
香
港
憲
兵
隊
、

独
立
山
砲
兵
第
五
十
一
大
隊
、
独
立
自
動
車
第
三
十
一
大
隊
、

同
第
三
十
二
大
隊
、
同
第
三
十
三
大
隊
、

○
第
二
船
舶
輸
送
司
令
部
（
暁
第
二
九
四
一
）

船
舶
通
信
第
二
大
隊
、
第
六
野
戦
船
舶
廠
、

船
舶
工
兵
第
二
十
九
連
隊
、
同
第
三
士
二
連
隊
、

同
第
三
十
四
連
隊
、

＊
独
立
混
成
第
十
九
旅
団
（
潮
）
略
歴
（
第
一
三
〇
師
団
前
身
）

昭
和
十
五
年
十
二
月
五
日
、
軍
令
陸
甲
第
五
十
八
号
に
よ
り

編
成
下
令
。

同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
独
立
混
成
第
十
九
旅
団
編
成
完
了

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
二
日
、
第
一
〇
四
師
団
主
力
部
隊
、

第
一
三
二
旅
団
に
よ
り
汕
頭
占
領
、
六
月
二
十
四
日
、
達

濠
島
、
潮
列
占
領

旅
団
は
バ
イ
ア
ス
湾
敵
前
上
陸
部
隊
と
青
島
駐
屯
部
隊
に
よ

り
編
成
さ
る
。

旅
団
長
　
初
代
　
遠
藤
　
春
山
少
将

二
代
　
松
井
　
貫
一
少
将

三
代
　
中
村
次
喜
蔵
少
将

四
代
　
近
藤
　
新
八
少
将

撃
墜
七
十
七
機
　 

香
川
県
　
井
原
九
八
　 

大
東
亜
戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
三
月
、
現
役
兵
と
し
て
広
島

西
部
四
部
隊
に
入
営
し
ま
し
た
。
私
は
農
家
の
次
男
と
し
て
育

ち
ま
し
た
が
、
長
兄
は
昭
和
十
四
年
中
支
戦
線
で
県
城
攻
撃
の

際
、
一
番
乗
り
の
偉
勲
を
立
て
、
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
て
い
ま

す
。




